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様式第１号（第５条関係） 

会議概要 

会 議 の 名 称  第７回久喜市食育推進会議 

開 催 年 月 日  平成２８年１２月９日（金） 

開始・終了時刻  午後１時１５分から午後３時１０分 

開 催 場 所 鷲宮総合支所４階 第４０６，４０７会議室 

議 長 氏 名 野原 宏 

出 席 委 員 氏 名 

新井和江、鈴木敬一、野田恵子、濵田亜砂子、平塚修子、山田實、 

染谷和美、折原憲司、髙木学、上岡斉、根本昌子、塚越敏夫、 

高瀬由美、杉田孝行、島野弘子、羽柴直子、宮内智、野原宏 

欠 席 委 員 氏 名 岡田竜一、齋藤勝義 

説 明者の 職氏 名  真坂健康医療課長 

事務局職員職氏名  
立川健康増進部長、小林健康増進部副部長、真坂健康医療課長、  

小沢課長補佐兼係長、齋藤栄養士 

会 議 次 第 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 題 

（仮称）第２次久喜市健康増進・食育推進計画（案）について 

４ その他 

５ 閉 会 

配 布 資 料 
・第７回久喜市食育推進会議次第 

・資料１（仮称）久喜市健康増進・食育推進計画（案） 

会議の公開又は非公開 公開 

傍 聴 人 数 ０人 
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様式第２号（第５条関係） 

審議会等会議録 

発 言 者 会議のてん末・概要 

司会(真坂課長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会(真坂課長) 

 

 

 

野原会長 

 

司会(真坂課長) 

 

 

 

 

 

１ 開会 

皆様、こんにちは。 

本日は大変お忙しいところ、お集まりいただきましてありがとうございま

す。定刻となりましたので、ただ今より、久喜市食育推進会議を始めたいと存

じます。 

はじめに、市では審議会等を開催した場合には、久喜市審議会等の会議の公

開に関する条例により、会議録を作成し公表することになっております。 

公表するにあたり、本日、出席された委員の皆様には、会議録の内容をご確

認いただきますので、よろしくお願いいたします。 

次に、配布資料の確認をさせていただきたいと存じます。 

まず、事前に配布させていただきました資料ですが、２点の資料でございま

す。 

・第７回久喜市食育推進会議 次第 

・（仮称）第２次久喜市健康増進・食育推進計画（案） 

 

以上が、事前通知により配布させていただきました資料でございます。 

 お手元に、ございますでしょうか。 

 次に、本日の会議の終了予定時刻ですが、本日は内容が多くなっていますの

で、終了予定を３時とさせていただきたいと考えております。ご協力をお願い

いたします。 

 

２ あいさつ 

それでは、次第の２ あいさつでございます。本会議、会長であります、野

原会長よりご挨拶をいただきたいと存じます。野原会長よろしくお願いいたし

ます。 

 

 『野原会長あいさつ』 

  

 ありがとうございました。 

なお、本日は、2人の委員が都合により欠席されております。 

・岡田 竜一 委員 

・齋藤 勝義 委員 

 出席者は 18名であり、定足数に達しておりますことを報告させていただき

ます。 
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議長(野原会長) 

 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、次第の３ 議題に入らせていただきます。 

議事の進行につきましては、久喜市食育推進会議条例第７条第１項の規定に

よりまして、推進会議の会長が議長となることになっておりますので、野原会

長に議長をお願いし、議事を進めていただきたいと存じます。 

 野原会長、よろしくお願いいたします。 

 

３ 議題 

資料の方はお目通しいただいているかと思いますけれども、大変要領よくま

とまっている感じがいたします。 

事務局より、第 1章から第 3章までお願いいたします。 

 

それでは、真坂の方から説明をさせていただきます。 

まず、計画（案）の目次をお開き下さい。目次にて「構成」について、ご説

明をさせていただきたいと思います。第 1章では「はじめに」ということで、

健康づくりと食育の社会的背景、法律、国や県の計画策定の状況や経緯、健康

増進計画と食育推進計画の基本的な考え方、法的な位置づけ、それから、今回

この計画を健康増進計画と併せて 2つから 1つにした意義をまとめています。 

続いて基本的な内容ですが、他の計画との関係、計画の期間、計画の策定体

制ということで、「はじめに」の章では、このような計画の概要について述べ

ております。 

第 2章では「『健康・食』をめぐる本市の現状」ということで、健康や食に

関する統計やアンケートの結果などから、課題を明確にしているところでござ

います。 

そして第 3章では、「計画の目指すところ」ということで、皆様にもご審議

いただいておりました、基本理念と基本方針、計画の体系ということでまとめ

ております。 

第 1章から第 3章のところで見ていただきたいのが、12ページ「計画の期

間」でございます。この計画の期間につきましては、昨年度末に、2つの計画

を１つにするというお話をした際に、計画の期間を 5年間ということで申し上

げたと思うのですが、久喜市総合振興計画、市の最上位の計画でございますが、

ちょうど平成 34年度が終了ということで、10年間の計画となっております。

その計画と整合性を図るということで、本計画も平成 34年度を終了として、

29年度から平成 34年度までの 6年間にしたいと思います。参考までに、国や

県の計画期間等もそこには載せてございます。 

次に 24ページをお開きいただきたいと思います。 

24ページからは、第 1次の健康増進計画と食育推進計画で行ってきた、そ

の計画の評価と考察をまとめたページでございます。この部分では、第 1次計

画の柱ごと、分野ごとにまとめておりますので、まずは健康増進計画の栄養・
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食生活からということでまとめております。 

表が載っておりますが、これは分野ごとに設定した指標に対して平成 22年

度の調査結果と平成 27 年度の調査結果を比較し、平成 27 年度の目標値につ

いて載せてあります。評価ということでは、目標値に達成したものは◎、目標

値までは達成しなかったけれども改善はしているものは◯、改善はなかったと

いうものは☓、ということで評価をつけております。特に、☓がついてしまっ

たところについては、コメントを載せるようにしました。そこから課題が明確

になってくるのではないかということで、そのようなまとめ方をいたしまし

た。 

24ページ以降はそのような形で健康増進計画の評価、29ページからは食育

推進計画の評価ということで、特に食育推進計画では 3つの基本目標を定めて

いましたので、それに対応するような指標を 3つに分け、表にしたところでご

ざいます。☓になってしまった、改善が見られなかった指標については、課題

ということで、今後の取り組みの必要性についてまとめております。 

それから 35ページをご覧いただきたいと思います。 

35ページからは基本理念、基本方針、それから計画の体系図ということで、

この新しい 2次計画の骨組みが分かるようになっております。基本理念につき

ましては、皆様からもご意見をいただきまして、最終案としまして「笑顔あふ

れる 元気なまち 久喜市」、副題としまして「〜健康づくり・食育 共に取り組

む 実践の輪を広げよう〜」にしております。健康づくりからも、食育の会議

からも、両方から出た意見を取りまとめて、このように考えております 

次に体系図 36 ～37ページをお開き下さい。 

基本理念の下には、4つの基本方針があり、それから取り組みの方向性につ

いては、5つの柱を立て、その下には分野別の項目がそれぞれぶら下がってい

るような体系になっております 

特に食育推進計画に関連すると思われる部分は、取り組みの方向性でいきま

すと、2 つ目の柱「健康寿命を延伸する食育の推進」、それから 4 つ目の「分

野別の食育の推進」、そして最後、５つ目、これは健康づくりと食育の共通部

分ということで、「健康づくり・食育推進を支える環境の整備」ここが特に食

育の皆様に関係するところということで、この後の「分野別の取り組み」につ

いては、このあたりから先にご意見を伺いたいと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

そして最後、38 ページ目に「世代等の考え方」ということで、この世代の

考え方は健康増進計画の方では書いてありましたが、食育の方では、この世代

の考え方が第一次計画にはございませんでした。今回、両方の計画で世代別に

考えていこうということになりましたので、その世代の特徴をここで説明して

います。 

それから前回の会議でも、地域の考え方が、非常にばらつきがあるのではな
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議長(野原会長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木委員 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙木委員 

 

いかというご意見をいただきましたので、「地域の考え方」ということで、こ

の計画でいう「地域」とは隣近所や自治会、町内会など、市民一人ひとりの活

躍が見える範囲、大きすぎないぐらいの、そういった一人ひとりの活躍がグル

ープや団体で見えるような範囲をイメージしているということで説明を加え

ております。 

第 1章から第 3章までの説明は以上です。 

 

ありがとうございました。 

みなさんのご意見を頂きたいと思います。特に基本理念と基本方針は時間をか

けて皆さんのご意見をまとめさせていただいて、まだ不十分かと思いますが、

まとまったところでございます。 

食育の評価でびっくりするのは、食育という言葉とか意味を知っている人は

増えていている。相変わらず、朝食を食べない人が多く、なかなか徹底しない。

朝食の問題というのはいろいろな考えがあるものだから、そういうのを反映し

ているのかもしれませんし、現状で久喜市だけ特別悪いとか、そういうことで

はないように私は思います。 

 

内容ではないですけれど、29ページ、一番上に（２）とあるが、（３）の間

違いではないでしょうか。 

 

ありがとうございます。24 ページに（２）健康増進計画の…とございます

ので、次は（３）食育推進計画になります。そこは訂正させていただきます。 

 

他にございませんか。お気づきの点で結構ですので。 

事務局の方も知恵を絞ってまとめたでしょうが、まだ皆さんの意見を組み取

れていないのでは、と不安もだいぶ持っているようですので、ご意見があれば。 

食育と健康ということで、同じようで違うようなものを一緒にしたので、最

初のうちは、うまくいくような気もしましたけれど。 

基本理念の「笑顔あふれる 元気なまち 久喜市」、この辺は市長さんにも見

てもらい、一応、市役所全体としても、これで行こうということになったもの

ですから。この大きなくくりが、1つ方向性として、きちんと行政ともに共通

認識になったということで、健康と食がまとまったのだと思います。 

基本方針も 4つほどあげましたけれども、取り組みの方向性、分野別の項目、

これも配慮いただいているのかと思います。 

髙木先生いかがでしょうか 

 

よろしいと思います。計画はしっかりできていますし。 

やっている方は一生懸命やっていらっしゃる。問題は、やらない方をどう巻
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鈴木委員 

 

事務局（真坂課長） 

 

議長(野原会長) 

 

 

上岡委員 

 

 

 

根本委員 

 

 

 

 

高瀬委員 

 

 

塚越委員 

 

 

 

 

 

杉田委員 

 

 

 

島野委員 

 

 

 

羽柴委員 

 

 

き込んで、やっている方の率を少しずつでも上げていくかだと思います。 

 

もう１つ、38ページですが、「３」が入るのでは。 

 

第 3章の 3番目ということで「３」をつけたいと思います。 

 

これはまだ、たたき台ということでございますから訂正できますので。 

上岡先生はいかがですか。 

 

高木先生がお話ししたように、いかに他の人達が見るかではないかと僕も思

います。分かりやすくなってきていますので、この内容を多くの人が見られる

ような状態を作ることが必要ではないかと思います 

 

本当によくできていると思いますけれども、やはり髙木先生もおっしゃっ

ていたように、興味があって、やっている人はちゃんとやるんです。いかにこ

れをできない人、興味のない人たちを、いかに興味を持たせるか。そういう形

に作っていくことが必要かなと思います 

 

私も、この食育に関わるようになって考えることが多くなったので、こうい

うのを読んで、みんなが関われればいいなと感じました。 

 

私もこの会議に入るようになって、まず食育とは何だろう、この会議はどう

いうことを考える場所なのだろうかと思いました。実際に何回かやってきて、

食育は大事だと思いました。食育に対して皆が関心を持つということと、言葉

の意味が分からない人が大勢いると思う。分かりやすく、みんなが食育に関心

を持っているようにできればいいなと思います。 

 

今回は世代別に詳しく載せていますけれども、これをいかに、特に若い世代

へ啓蒙するかが 1つの課題ではないかと思います。そういった意味でこの資料

を活用する方法を検討すればよろしいのではないかと思います。 

 

私もこの健康と食育についての会議に出るにあたり、今まで気づかなかった

ような取り組みも、たくさんなされることに驚いております。興味のない人が

行動に移すための方法を考えることも大きな課題ではないかと思います。 

 

食育・健康と両方の会議に委員として出ておりますが、両方とも計画書は立

派だと思います。本当に立派にできていると思います。 

実行をどうするのか、なかなか健康・食育まつり 1つだけやっているという
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宮内委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新井委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木委員 

 

 

 

 

わけにもいかないはずですけれど、そういう気がします。 

そして世代別に 1番大切な時期、20～30歳代の人たち、その人たちに、い

かに食育というのは大事だということを、インスタントラーメンばっかり食べ

ているとか、カップヌードルばかり食べているような人は、やはり健康にはな

れないよ、歳をとっても健康にはなれないよ、健康寿命を自分で短くしていま

す、ということをいかに分かってもらうかというのを、どこかで考えないとい

けないのかな、というのが私の実感です。 

計画は本当に完璧に立派にできていると思いますけれどもいかに計画がで

きた後のことも踏まえて考えていかなくちゃいけないのではないかなと思っ

ています。 

 

今回の計画、拝見させていただきました。今まで何回か重ねた、各委員さん、

の意見が反映されていると思いましたし、内容は丁寧過ぎるぐらい盛り込まれ

ていると感じました。 

羽柴委員さんからもお話がありましたように、いつも話が出ている「若い世

代」、特に、これからの子供を育てていく父親・母親の世代はいろいろと問題

があるので、この世代に対して、実際に PRしたり実践したり、これをどうし

ていくのかが大きな課題。それが全体の健康寿命にもつながっていくし、これ

からの社会にも反映されていく。その辺を私たちは考えていかなければいけな

いと感じました。計画案は本当によくできて、まとまっていると本当に感じま

した。むしろ、こんなに丁寧に書かなくても、というぐらいよく分かる、熟読

すれば分かるというふうに感じました。 

 

私は初めて参加させていただいたので、よく分からない部分がたくさんある

のですが、20～30 歳代の方に実践していただくこともとっても大切なんです

けれど、その年齢に行く前の子どもさん、今回健康・食育まつりの時のポスタ

ーですとか、いろいろな部門で小学校・中学校・高校が参加していただいてい

るので、そこはそのまま育てていくことがとても大切だと思う。その方たちが

20代、30代になって、親になった時にそれが絶対生きていくわけですから、

そこは十分検討する必要があると思う。そうやって、本当に必要な部分のとこ

ろの世代の方たちに、どう取り組んでいくかということをみんなで知恵を絞っ

ていくことが大切だと思いました。 

 

計画自体は皆さんがずっと討議したものがちゃんと網羅されております。特

に計画の体系は、きちんと部門別に説明してあるので、なかなかよくできてい

ると思っております。先ほど事務局から話がありましたように、「地域」につ

いて、前回の会議では、何を指すのか話が分からなくなっていましたので、こ

の第 3章で「地域」の概念を定め、次の「分野別の取り組みの中」に、「地域
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野田委員 

 

 

 

 

 

 

濵田委員 

 

 

 

 

 

 

 

平塚委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田委員 

 

 

 

 

 

 

染谷委員 

 

 

としての取り組み」がきちんと書かれておりますので、討議できる材料を提供

していただけたのではないかと思います。 

 

世代別の方が分かりやすいと思います。家族とか周りの人が気をつけて、み

んなで取り組んでいくことがやっぱり大切だと思います。 

食改としてやっておりますのは妊婦さんからの離乳食、あと「ベルの会」と

いう、目の不自由な方達のお食事を作っております。一緒に作るのですけれど

も、目が見えないのかと思うほどの手際の良さで、前向きに、難しい料理にも

取り組んでいます。 

 

皆さんがおっしゃった通りよくまとめてあって、グラフなんかは本当に分か

りやすい。いかに久喜市は高齢化が他の地域よりも進んでいるか、また核家族

化が進んでいるかが、一目瞭然でよく分かる。あとはグラフに出ているものを

踏まえてやっていけばいいのではないかと思いました。それから目標に達成し

ない部分が何点かありますけれども、若い世代、20 代の方たちに対してのア

クションをどういうふうにするか、あるいは目標設定に無理がなかったのか、

そういうことも考えながら進めていければと思っております。 

 

私も一応読ませていただきまして、本当によくまとまっていると感じまし

た。ただ、乳幼児を持つお母さんとか、いろいろな方と接する時に、好き嫌い

が非常に多い。何でも食べられる、災害とかがあっても何でも食べられる子ど

もだったら、どこ行っても、何でも食べられるのだから、まずそれが 1番大事

だというふうに、お母さんたちにはお話をしますけれど、父親が食べていなけ

ればお野菜でも子どもが食べない、というのをよく見ていますから、何でも食

べられる人に、とにかく育てて欲しいなぁと私は思っています。 

それからアルコール度のことが書いてありましたけれども、それも、もし記

入できるのであれば計算方法を入れてもらえるとよいと思いました。 

 

課題をしっかりとらえて基本方針、主な政策、とてもよくできていると思い

ます。このあと、分野別の項目の中で具体的に相談したいと思います。 

地域でできることを考えてもなかなか出てこない。自分や家族ができること

は出てくるけれども。地域で何ができるかというところが、これからのキーワ

ードになってくるのかなと思う。ここで知恵を出し合いつつ、できることを確

認していけたらよいと思います。 

 

冊子のレイアウトで 19ページにグラフがありますが、右側には白い線が入

っていて、もう片方の方には入っていない。ちょっと見やすさが違うのかと思

うので揃えていただいたほうが分かりやすいのではないかと思っております。
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あとこの冊子が出来た時にどこにどのように配布されるのかどこで活用する

のかリーフレット的な簡単なものにまとめて各家庭に配るのかその先がちょ

っと見えない。どのカタチでどのように配布を市民に配られるのかまたアトデ

教えていただけたらと思います 

 

大先輩の方の大変分かりやすい基本理念の背骨が通って、非常に楽しみな計

画になっているかと思っております。お話しされていらっしゃる方もいました

が、以前のような概要版あるいはポスターなどに集約されるものは、非常に楽

しみなものになっていくと思っております。 

 

ありがとうございます。やはり読んでくると忘れないうちに早く発表したい

と私は思うものですから。少し飛んで相対的なご意見を伺ってしまい、失礼い

たしました。概ね、皆さんが想像していた以上によくまとまっていると思って

います。これを見ると、実際にこれでどうやったらいいのか、私も皆さんと同

じ様な感想を持っております。 

それでは、第 1 章から第 3 章まで、また戻ってご質問いただいても結構で

すので、次に第 4章の取り組みについてご説明をお願いしたいと思っておりま

す。事務局どうぞ。 

 

食育推進計画に関するところを優先的に、まず 54ページの「健康長寿を延

伸する食育」をお開きいただきたいと思います。 

54ページは、栄養・食生活、それから食の安全という見出しを付けまして、

まず現状・課題をまとめております。まず、健康寿命を延ばすために「バラン

スのとれた食事を無理なく続けていくことが重要だ」ということを、最初に述

べ、次に「野菜の摂取が少ない現状がある」ということで、野菜をできるだけ

多くとるように心掛ける必要がある、3つ目は、アンケート調査の結果から「適

切な食事の量や内容について知らないと答えた市民特に男性に多い」というこ

とで、そういった方を対象に周知をしていく必要がある、4つ目は、塩分のこ

とです。国民健康栄養調査によると、摂取量が依然として、まだ過剰摂取の状

況だということから、減塩に向けた取り組みが必要と言うこと、5つ目として

は、アンケート調査から、肥満の割合が 30 代から 50 代の男性に多い傾向が

ある、それから、やせの割合が 20 歳代女性で 25 パーセントと 4 分の 1、こ

れも少し高い傾向がある、そういった男性の肥満、それから若い女性のやせの

傾向、そういったことについて啓発、周知、予防していく必要があるというこ

とです。そして、最後のところに行きますけれども、高齢者に対する部分とい

うことで、低栄養を予防する、それからフレイル、それから 55ページの下の

部分に説明が入っておりますけれども、加齢とともに起きる筋肉や、色々なも

のの低下による生活機能障害や要介護状態、死亡の危険が高くなる、そういっ
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た状態を防ぐ、そういった高齢者に対する取り組みが必要ということと、栄養

状態の他に口腔機能のことも述べております。 

そして次のページには、食の安全についてということで、情報が氾濫する中

で市民が適正な正確な情報を適切に選別できる、そういうような状態にしてい

く必要があることを述べています。 

施策については、これらの課題を踏まえた施策を 5点ほどあげております。 

次に指標は、新規にかかげております。国の食育推進基本法計画、こちらの

第 3次計画には、「生活習慣病の予防や改善のために普段から適正体重の維持

や減塩などに気をつけた食生活を実践している人の割合」を指標としてあげて

おりますので、国と同じ指標にしたいと思います。ただアンケート調査の項目

ではこのような聞き方をしておりませんでしたので、現状値は「なし」という

ことになっております。 

目標値は、国の目標値が 75％以上になっておりますので、本市も目標値は

75％にしたいと思っております。今は空欄になっておりますが、目標値は 75％

と考えておりますので、ご記入をお願いします。 

栄養・食生活、食の安全のページについては一番ボリュームが多くなってお

りまして、その根拠となるグラフにつきましては、56、57 ページに掲載して

います。 

続きまして 58、 59 ページです。このページは、先ほどから皆さんがおっ

しゃっていらっしゃる「取り組み」、どうやって取り組みを進めるかというこ

とを、市民の皆様に具体的に示すページかと思っております。これは世代ごと

にくくりをまとめています。 

ちなみに、59 ページの行政ができることについて、そこのくくりが、例え

ば壮年世代のところまではみ出ている（かかっている）ところがあります。こ

れは、幼少世代、青年世代だけでなく、壮年世代まで、この内容がかかってい

ることを示しています。単にはみ出してしまったのではなく、その世代までか

かっているとお読みとりいただけたらと思います。 

そのような形で、世代別に「自分ができること」「家族ができること」「地域

ができること」「行政ができること」と表現しまして、特に、行政ができるこ

とについては、皆様からご意見をいただきましたので、担当課名を明記してお

ります。このページでは、皆様から「自分ができること」「家族ができること」

「地域ができること」についてご意見をいただきたいと思います。よろしくお

願い致します。 

 

ご意見のある方はお願いします。 

大体、今まで出た意見が網羅されていると私は思いますけれども。 

 

健康寿命を延伸する食育ということで 3番目、「適切な食事の量や内容につ
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いて知らない市民が半数を超えている」ということが書いてありますけれど

も、私は恥ずかしいですが、自分の適切な食事の量や内容についてあまり分か

らない。この本の中でうまく、適切な量や内容が表示できれば、もっと分かり

やすく知ることができるのではないかと思います。 

 

そうですね。概念的にはみなさんそれぞれ、動物性たんぱく、植物性たんぱ

くは大体 100gとか、野菜は 350gとか、それを年齢によって上下していくと

か。そういうことはどこかに書いてあった方がよいかもしれない。その辺の資

料というのはどうなっていますか。 

 

適切な食事の量や内容について、もう少し説明するつもりで※印は入ってい

ますが、現在の食育推進計画の 34ページでも「食事バランスガイド」を載せ

ていたり、主食・主菜・副菜をバランスよくとるということで、31 ページに

イラストが入っていたりとか、イメージしやすいようなものを現在の計画でも

載せております。少し検討させていただきたいと思います。 

 

塚越さんのご意見は確かだ。それがやっぱり基本ですから。 

私が言いにくいですが、完ぺきなものは、やはりありません。一人一人また

違いますから。他にご意見いただければ。 

 

身長・体重で、どのぐらいのエネルギーが適正だとか、栄養バランスがどう

であるとかは基本ですけれども、そこに、ただし書きを入れていただきたい。

皆さんが同じカロリーで、同じバランスでやったら、皆さんが全員健康になる

か？そうではなくて、その方、その方の体質というものがあって、太っている

糖尿病の方と、標準体重（BMIが 22）で、あるいはやせている糖尿病の方と

どちらが悪いかというと、やせている方のほうがよっぽど悪い。基準は皆さん

守るけれども、それぞれ体質によって違うので、ご自身の健康診断の結果を見

ながら、個々で調整する必要があるという一文を入れておいていただかない

と、何で健康的な食事をしているのに、こんなに病気になってしまうのかとい

う方が出てきてしまう。それが１つと、「健康寿命」という言葉、これは食育

の計画に入ってくるものですか。 

 

入っています 

 

生活習慣病という言葉が出てきたり、メタボリックシンドロームという言葉

が出てきたり、突然数年前から健康寿命という言葉が出てきたり、何がどう違

うのか、というのがありますけれども、色々と見ている限りでは、健康寿命と

いうのは、いわゆる「生活習慣病予防」とはちょっと違うイメージで出来た言
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葉です。国は「健康寿命を延ばせ」とは言っていなくて、「平均寿命と健康寿

命の差を縮めろ」と言っている。要するに、介護が必要とか、非常に病気が多

くなって、治療費、介護費が高まる期間をいかに減らそうかということで作っ

てきたので、多分、ここで皆さんが持った健康寿命のイメージは、他のマスコ

ミに出てくる言葉のイメージとちょっと違ってくることもあるかと。これはこ

れで、計画はよいと思いますけれども。国は健康寿命を延ばせとは言っていな

い。医療費の高くかかる期間が長くなるのは好ましくないということで健康寿

命という言葉を使っているものですから。ギャップがこれから出てくるのでは

ないかという印象です。 

 

どうも貴重なご意見ありがとうございました 

そういった目で見ていただいて、言葉の整理をしていただければと思います 

 

続きまして 60 ページ、「歯・口腔の健康」ということで、現状の方から説

明をさせて頂きます。 

歯や口腔の健康は、心身全体の健康に影響する大切な項目ということを述べ

ています。まず、世代に応じてということで、乳幼児期や学童、思春期は、自

己管理に至る大切な時期であり、特に妊娠期の意識、それからブラッシングに

対する口腔内トラブルを起こしやすい時期があるということを周知していく

必要がある。それから歯周病は、虫歯と並んで歯を失う大きな原因であるとい

うことを皆さんに知っていただき、早めに予防していく。そういったことが重

要であることを述べています。 

4 つ目になりますが、「歯科口腔保健の推進に関する法律」が施行されまし

て、法的な整備も整い、地域の状況に応じた施策を実施する必要性が明確にな

ってきております。また高齢者の口腔の健康では、飲み込みも重要になってお

り、最後に、よく噛むことの重要性と、かかりつけ歯科医を持って、定期的に

健診を受けて、自分の口腔状態を知るということも重要と、まとめております。 

施策としましては、 「6024 、8024運動の推進」や、「噛ミング 30の推進」

2つをあげております。 

指標は 3点ほどあげております。「歯科検診を受けた人の割合を増やす」「食

事をゆっくり噛み、ゆっくり食べる人の割合を増やす」「80歳で 20歯 以上の

自分の歯を有する人の割合を増やす」ということで、3つの指標をあげており

ます。 

施策の項目を 2 つあげておりますが、これらの取り組みを進めるために、

62、63 ページでは、それぞれの世代に対して、「自分ができること」「家族が

できること」「地域ができること」「行政ができること」を掲載しております。

目を通して来ていただいたかと思いますが、もう少しこういった項目を入れた

方がいいのではないかとか、地域ができることは、特に久喜市医師会、歯科医
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師会の先生の取り組みも入れさせていただいていますが、上岡先生の方にもご

意見をいただきながら、それ以外の様々な団体もこれを見て、少し呼び掛けが

できるとか、そのようなことがありましたら、ご意見をいただきたいと思いま

す。 

 

歯科医師会に関してですけれども、地域の皆さんと交流を持つというのを第

一に考えておりまして、最近では、市民祭り、健康・食育まつりということで、

歯科医師会のブースを出していただきまして、いかに知ってもらうかというこ

とと、現在問題になっております糖尿病に関しての情報を普及していきたいと

いう歯科医師会の考えがあり、行っている状況です。来年度も、予算の関係が

ありますが、こういった形で地域の皆さんとコミュニケーションできる場を作

っていきたいと思っております。 

今、ここに書いてある内容は、だいぶまとめていただきまして、見やすくな

っていると思います。これを見ていただければ、大体、歯科医師会の内容も分

かるし、重視していかなければいけない内容も分かると思います。 

現在、虫歯に関しては、1歳半、3歳児ほとんど虫歯のない状態が多くなっ

ております。現在問題になっているのが歯周病。歯周病にかかると糖尿病にも

かかりやすくなる。学会でも言われておりますので、歯科医師会としては歯周

病に関して、重点的に今後ともやっていきたいと思っている。みなさんから「こ

ういうことをやってもらいたい」というものがあれば、歯科医師会としても検

討してまいります。 

 

他にご質問がなければ先に進んでよろしいですか。 

 

意見ではないですけれども、 48ページ。上から 3番目。「喫煙している市

のうち…」とあるが、誤字ではないか。 

 

はい。「民」が抜けております。ありがとうございます。 

 

訂正をお願いします。 

 

40ページ。「施策の項目」が下の方に書いてありますけれども、他のページ

は、「施策」だけになっている。これはどっちらかに統一をしていただきたい。

それから、統一するのであれば、世代別の表の上に「施策の項目」と書いてあ

りますので、併せてお願いします。 

それからもう 1点、55ページ、適正体重を維持する食事の量に※印がふっ

てあるが、説明が空欄になっている。先ほど質問があったように、これをうめ

てもらいたい。 
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それから 78ページの取り組みの表について、左側の年代が全部抜けていま

す。 

 

ありがとうございます。「施策」は全て「施策の項目」で統一させていただ

きたいと思います。 

 

貴重なご意見ありがとうございます。コンサルタントも何も入っていないで

すからね。それは言い訳にもなりませんから、皆さんには、ご遠慮なく言って

いただいて。では次へ行って下さい。 

 

続きまして 72ページ「分野別の食育の推進」です。 

「食文化の継承」ということで、現状・課題が 4点ございます。まず１つ目、

伝統的な食文化が日本にはあるのですが、十分に継承されことが難しくなって

いる、その特色が失われつつあるということを述べています。2つ目に、ユネ

スコの無形文化遺産に和食が登録されたことを踏まえ、今後も受け継がれてい

くよう支援していく必要があるということを述べています。3つ目に、市民ア

ンケート調査のことを入れていますが、「食文化を伝えている・伝えたい市民

の割合は減少している」そういった傾向から、今後も食文化の継承に向けて取

り組みを進める必要がある。最後に、市内の農家に伝わる伝統的な郷土料理を

伝える講習会が開かれていますが、指導者となる方の人材養成が課題。指導者

の方がいなくなってしまい、そういった講習会が続かなくなる現状があるよう

でして、指導者の養成が課題と、以上 4点をまとめております。 

施策の項目としては「地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法の

伝承」をあげています。 

指標ですが、ここでは２つあげておりまして「伝えたい料理があり、伝えて

いる市民の割合を増やす」。これは、現在、第 1次計画であげている指標とは

若干変更しておりまして、今までは「今後、伝えたい料理がある」も含まれて

おりましたが、その部分は除いて、「実際に伝えている市民の割合」を指標に

しております。それから 2つ目は、新たに加えた項目でして、これは国の計画

でも指標にあがっているもので、「伝えたい料理がある市民の割合」というこ

とで、特に、20～30 歳代の若い世代を対象にした指標を国もあげておりまし

たので、同様に市も同じ指標にしたいということで、あげております。目標値

の設定は、国に合わせた形での設定となっております。こういった課題、それ

から施策の項目、指標を踏まえまして、 74～75ページでは、それぞれ世代ご

とに「できること」をまとめております。また、「地域ができること」では、 PTA

活動なども入れさせていただいておりますが、PTA の代表で出席していただ

いている折原委員さんには、PTA の活動で、こういったものがとり入れられ

るのかどうか、ご意見をいただければと思います。お願いいたします。 
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では、折原委員さん。 

 

具体的に PTAの活動の中心となるのは、学校の教職員の皆様と足並みをそ

ろえて、最大の学校の応援団の地域の人たちの集り、当事者であります。授業

や学校の先生が学習に集中していただけるような、安全・安心に対してのカバ

ーというところではあるのですけれども、実際、食育について、給食という一

つの軸から枝を広げているようなイメージでありまして、食の大切さを給食の

ところから理解を深めていくというところまでしかイメージが思い当りませ

ん。 

 

貴重なご意見ありがとうございます。 

私がこんな事を言うのもおかしいですけれども、羽柴さん、伝えたい伝統料

理というのはあるのでしょうか。 

 

4番目のところに、市内の農家に伝わる味噌作りや伝統的な郷土料理とあり

ますけれども、ここに「指導者がいない」ということを掲げてありますけれど

も、農家の伝承料理を受け継ぐ人たちは、まだまだ活躍しているのです。です

から、ここは決めつけないで書いて頂ければよろしいかと思います。そんなわ

けで、ビデオの録画とか、パンフレットを作成するとか、保存をして伝えると

いうことが必要ではないかと思います。 

 

今年度も健康・食育まつりで、一応、伝統食と言われている「ご汁」を、皆

さんに召し上がっていただいたという状況でしたが、中・高生のボランティア

の方たちは、食べたことがないという方もいました。給食でも出ているそうで

すが、もしかすると、もう少し下の世代なのかもしれません。今、現役の小・

中学生は食べているのかなと。地域でいろいろ聞きましても ご汁が地域の伝

統食なのかと聞きますと、「どこにでもあるのではないですか」と言われてし

まったと。なので、強く言うことはできない。ご汁に関してはそういう状況で

す。だけど、これを皆さんに食べてもらって健康にいいということを、地域の

郷土食だと伝えていくと言っても、別に過言ではないと思う。こういうものも

あるよ、ということでもいいと思いますけれども。健康にいいのだから、こう

いう食事をとればよいと伝えていく。そういう運動もいいのではないかと思い

ました。一生懸命、健康・食育まつりで、私たち食改の人たちは、前々日ぐら

いから準備をして作りましたが、作っている人の中にも、これは伝統食とは言

えないのではないか、という気持ちを持っている人もいましたので、そういう

流れをもって「みんなでこれを伝統食にしよう」ということでもいいと思う。

もっとほかの物、味噌造りとか、そういう物でも、もちろんよいと思いますけ
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れども。今、酵母とか、そういうものに関してすごく盛んになってきています

ので、発酵食品ブームということで健康によいとか、そういうものも取り入れ

ながら、計画を実践する上での一つでもよいのではないかと思います。 

今年は皆さんに召し上がっていただき、「こんなまずいもの」というふうに

言われはしなかったです。 

 

もちろんしないですよ。 

 

来賓の方々は、ちゃんと温めることができるようにして、温かいものを召し

上がっていただいた。300食用意して、ボランティアの方にも温かいものを召

し上がっていただいたので、満足していらっしゃるようでした。おかわりをし

てくれた子もいました。そういう面では、改めて一つというのではなく、これ

を一つにしていこうというのがあってもよいのではないかと思いました。 

 

ここは関東平野で、特に、この地区は何でもできるので。 

特に、ご汁というのは、おいしくて、とても健康的にもよいと思いますので、

むしろ、これをみんなで伝統食にしようよと、それでもいいのでしょうね。 

 

75 ページにある「地域ができること」に、農産物直売所とありますが、こ

ういうところでは四季折々の野菜が出てくる。それを使った、大豆もそうです

けれども、地元の大豆を使ったご汁を作るとか、これからは、けんちん汁を作

るとか、そういうのも必要かと思います。久喜では、特に、餅とかうどん・そ

ばとか、そういうのも一つの伝統食として広く伝わっているのかなと思いま

す。 

 

あちこちで伝統食とか地域の食材を使われたものとかがあると思うので、一

回全部作りまして、市民祭りとか公民館祭りなどいろいろありますので、そう

いうところで展示をして、ぜひ来たお客さんに試食をしてもらって、こういう

ものなのかとか、おいしいものだとか、 PR の場を設けないと。だんだん技

術を持っている人が高齢で亡くなってしまったら、もうそれで終りなんです

ね。そうならないように、ぜひとも、そういうところで PRをして、こういう

ものがあるということを、場を活用して伝統の料理を作り、食べてもらい、次

の世代につなげていく、そのような連鎖ができれば非常に良いのではないかと

思っております。ぜひ、一般の市民の方に、見て、食べて、それでおいしいと、

そんな場をどこかで提供していただければと思います 

 

久喜でいいなと思うのは、おそばを地元で作って、地元産で、皆さんで売っ

て食べる。あれは根付いていますよね。そば打ちができる人が、かなりいます
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ので、お祭りなんかで食べて、「おいしいね」と言って、また地域に入るし、

そんなことで普及していっていると感じますので、その辺の機会をとらえて、

やっていただくというのをどこかに入れてください。 

 

地産池消のページになってしまうのですが、 76ページのところで、農業体

験も含めてですが、緑風館で地元の方を先生にお招きして、実際にそば打ちを

したり、地元で採れた野菜を使って、料理体験をして、食べるという講座を、

実際行っているというのを聞いております。そういったものが、もっと、いろ

んな場所で、いろんな機会をとらえて多くの場所でできるとよいということを

伺いましたので、庁内でも検討してまいりたいと思います。 

 

「ふるさとの味伝承士」という県でやっているものがある。その中には、け

んちん汁とか、うどんとかそばとか。市長が推薦して認定する制度がある。市

内に登録されている方もいるということで、調べておけば、そういう人たちと

普及できると思う。 

 

一般の人たちにも、広めてもらうといいかもしれませんね。 

 

緑風館では年に 2～3回、うどんとかそばの打ち方の指導をやっている。市

内のあちこちに広がっていて、鷲宮とかでもやっている。 

 

その辺もここにないものはぜひ入れ込んで。具体的な方がいい。 

他に何か。ないようでしたら先に進めさせていただきます。 

 

では、76 ページ「地産地消の推進」ということでまとめております。現状

と課題ということで、1つ目に、食の安全、地元でとれた新鮮で安全・安心な

農産物が求められているということで、本市でも、地産地消を推進し、久喜産

農産物のブランド化を進めているということを最初に述べております。2つ目

に、市民アンケート調査によりますと、地元産を優先する市民の割合が 10.1%、

約 1割ということで、あまり高くないという結果が出ております。 

3つ目では、より多くの方が久喜産農産物に関心を持っていただけるよう、

久喜産の良さなどを情報発信していく取り組みの必要性を述べております。4

つ目では、本市の学校給食のことを述べておりまして、お米は 100％、野菜は

15.9 %、合計 41.1％久喜産を使用している現状があります。特に、米は 100％

ですので、野菜の使用量について、一層の充実を図るということで、指標の方

にもあげております。それから、先ほども申しあげましたが、緑風館という体

験ができる施設があり、料理教室などが開かれているということを述べており

ます。それから、市民アンケート調査の結果ということで「農業体験を通じて
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食の意識が高まったと回答した市民」は 247名おりましたが、全体 898人の

平均と比べて、食育の言葉も意味も知っている人の割合が大変高かったり、そ

れから、いろんな食行動、77 ページにもグラフが載っておりますけれども、

そこに載っている全ての項目で、多くの割合の方が、良い方向の回答をいただ

いたという結果がございましたので、やはり農業体験は、食行動全般に良い影

響を及ぼすだろうということで、特に、幼少期から久喜産農産物に触れる機会、

そういった体験を経験するといったことが非常に重要ということで、農業者と

農業になかなか触れる機会のない住民との交流、そういった促進をすることが

必要であることをまとめております。 

施策の項目としましては、２つあげております。 

「食の体験や農業体験の提供」とあります。食の体験というのは、言葉足ら

ずのところがありまして、イメージがわきにくかったかと思うのですが、地元

の野菜を使って料理をする過程や、企業、飲食店において地元のものを使う、

そういったものを見る、一緒に体験する。そういった「食の体験」。それから、

農業体験を提供していくというのが施策の項目の一つです。 

それから、「学校給食における久喜産農産物の活用」をあげておりまして、

学校給食の久喜産農産物を使用する割合をあげております。 

施策の項目としては、一番上に「食の体験や農業体験の提供」をあげており

ますので、本来、この指標を設定できれば良かったのですが、なかなかこの部

分の指標の設定が難しく、現在は学校給食の指標をあげているような現状でご

ざいます。 

こういった施策を進めていく中で、それぞれ皆さんができることということ

で、78～ 79ページにまとめております。こちらからは、鈴木委員さんからも

ご指摘いただきましたように、世代ごとの年齢は、全て記入していきたいと思

っております。こちらで、またそれぞれ「できること」について、ご意見等あ

れば伺いたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

ご質問等あればお受けしたいと思います。久喜市では、赤花そば祭りとか、

れんげ祭りだとか、結構有名になってきて、参加者も多くなっていますから、

比較的、農業体験とか農業の触れ合いというのは、よくできているのかなと。

菖蒲は菖蒲でもありますし。 

 

久喜市全体では、これから方向が違っていくのかもしれないですけれども、

栗橋地域では、いまだに小学校は、自校方式の給食です。これから変わってい

くとは思うのですが。そこで子供たちは、お米を作り、収穫したサツマイモだ

とか、その年によって違うかもしれないですが、それを使って、給食に、自分

たちが育てたものが給食に出てくるという体験をしています。染谷先生は前に

栗橋小学校にいらしたので、よくお話しが分かると思いますけれども、そうい
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うのも、私の方としては、給食が自校方式であるというのは継続してほしいで

す。小学校から中学校に行くと、中学校がセンター方式ですので、給食がすご

く残るんですって。ですから、そこがすごく勿体ないというのがあるので、地

産地消を、それから、先ほどの食文化の継承を、学校でみんなで体験していけ

れば、同じように育っていくような気がして、できれば継続していただけたら、

すごくいい結果になると思います。 

 

染谷委員どうですか。 

 

もともと埼玉県では、「学校ファーム」と言って、農業体験をするように県

で推奨されていますので、各市町村でもかなり子供たちが、農地を貸してくだ

さる方にご協力ただいて、米を作ったり、校庭の一部で野菜を作ったり、とい

う体験は、ほとんどの学校がしていると思います。ここにも書いてありますけ

れども、「小・中学校では、農業体験を実施します」ということは引き続き継

続していきます。問題は、そういう土地を提供してくださる方とか、農業指導、

野菜作りにご協力ただける地域の方が、高齢化して、だんだん継続してできな

くなる話しも聞いているので、引き続き、次の世代の方にご協力いただけるこ

とが願いです。これを進めていくには、やはり地域の方の協力がないとできな

いので。 

 

学校でそういう体験をするというのは、非常に重要視されてやっている。地

域によっては、区長さんが先頭に立って、学校の校長とタイアップしてやって

いるところも、私も見聞きしていますし、そして、採れたものを、給食の島野

さんのところと調整をして、それをみんなで食べるとか、そういうのもやって

いますね。それは久喜市内の小学校が比較的、他に比べるとできるのかなと。 

私は種苗協会、種屋で、全国一万人の児童生徒にやっていますけれども、野

菜の種をまいたり、サツマイモを植えたりしています。本当に地域の皆さんも

協力してやってくれていますし、幼少期の行為と体験は非常に大事ですね。ピ

ーマンが食べられなかった子供も自分で作ったら食べちゃいますし。そんなこ

とを私も見聞きしていますけれども。今後、こういうのは、ここで進めていこ

うというのを書いた方がいいのかもしれませんね。書いてあるのかな。 

 

特に農協の「中央会」が、学校ファームのある小学校に苗を提供して、それ

を子供たちに育ててもらうなり、農家の人たちは指導をしているのが現状で、

埼玉県はそういうのが普及している。 

 

続きまして 80ページ「環境を意識した食の循環」ということで、こちらで

は現状・課題の方 5 点ほどあげております。ここでの視点は、食と生産から
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消費に至るまでの、食の循環の中には、環境を意識して取り組む必要があると

いうことを述べております。特に本市では、環境負荷の少ない「環境保全型農

業の推進」に取り組んでいるということで、その説明を 81ページの方に入れ

ております。3つ目に、環境への負荷を抑え、一人ひとりが環境への負荷が少

ないものを選択する、そういった取り組みにつながるような日常生活を見直す

必要があるということを述べ、4 つ目に、今、「食品ロス」という言葉を耳に

することが多いかと思いますけれども、食品ロスの状況を述べておりまして、

食べ残しや食品の廃棄、そういったことを防いでいこうということを述べてお

ります。最後には、久喜宮代衛生組合の「ごみ組成調査」の結果を載せており

まして一人ひとりの取り組みの必要性を述べております。政策の項目として

は、2 つあげておりまして、「食品ロスの削減」それから「環境保全型農業の

推進」ということをあげ、指標では、今までなかった指標になりますけれども、

「食品ロス削減のために何らかの行動をしている市民の割合」こちらをあげて

おります。現状値はございませんので、これも国の目標値 80％以上、これと

同様に、目標値 80％にいたしました。環境を意識した食の循環というのは、

今までもこういった認識を持って、食育推進計画は進めてきておりましたが、

なかなか表に出ない所でして、今回、取り組みのところでも、全部入れていく

のがなかなか難しく、幼少世代のところでも、「地域ができるところ」という

のは、少し抜けているような状況です。こういったところも、もし皆さんから

ご意見をいただければありがたいと思いますので、どうぞよろしくお願いしま

す。 

 

ご意見をいただきたいというご希望でございますので。どうぞご遠慮なく 

 

80 ページ、2 番目に「本市では」環境負荷の少ない農業の普及を図るため

…」とありますけれども、ここに減農薬・有機栽培とありますが、有機栽培は

とり入れていないので、「本市では、県で推奨している減農薬・減化学肥料を

中心とした特別栽培を…」という文言にしていただければと思います。 

特に、学校給食を中心とした特別栽培に取り組んでいるということです。 

 

他に何か。 

 

環境を意識した循環という中で、全項目と合致するものでありますが、地産

地消というものは、その地域で採れた、採れたてのものを、新鮮なものをおい

しく、また、その地で育ったものを、その地で暮らしている方が食べるという

ことです。さらに、フードマイレージと言って、遠くから同じ食べ物を運ぶよ

りも、地元にあるものを食べるということで CO2が大きく削減されるという

考え方があると思います。そんな形で、埼玉県もフードマイレージに関して、



21 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

上岡委員 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農産物については、大消費地の近くにある大生産地というところの考え方の中

から、本市においても、地元のものを食べるということが、そのエネルギーの

効率も良くなるということで、環境に関連づけていただけると思います。 

 

フードマイレージをどこかに入れていただくとより鮮明になるということ

だと思いますので、よろしくどうぞ。他にありますか。 

 

最後の項目のごみの問題ですけれども、久喜宮代衛生組合とありますけれど

も、鷲宮と栗橋は、また別ではないかと思う。収集が。意識的にも、レベルに

地域差が出てきているのではないかと思います。私が住んでいる鷲宮では、久

喜とまた違いますので、衛生組合の移転も、ごみの問題で多分出てくるので、

地域差を考えなければいけないのかと思います。 

 

管轄が違うというね。そこは配慮した形にしてください。他に何か。ではど

うぞ、先に進んでください。 

 

では続きまして、84 ページの「若い世代を中心とした食育の推進」でござ

います。こちらの現状と課題を 5点ほどあげております。ここは若い世代の課

題をまとめております。特に、この世代は、これから親になる世代でもありま

して、次世代にそういった知識等を伝えていく重要な役割を担う人たちである

にもかかわらず、課題がたくさんあるということをまとめております。食事の

内容とか、それから男性の肥満と若い女性のやせ、適切な食事の量を知らない

割合が高い、20～30 歳代の朝食欠食率が高い、そういったことが課題になっ

ておりますので、若い世代のニーズに合った方法で情報提供していく必要があ

るとまとめております。 

施策の項目としまして、2点あげておりまして、朝ごはんのことと、2つ目

は、若い世代には、なかなか情報が行き届かないところがありますので、そこ

の工夫をということであげました。 

指標としましては、3 点ほどあげております。「朝食を毎日食べている子供

の割合」100％を目標に、それから「朝食を欠食する若い世代の割合」につい

て、20～30歳代を減らしていくこと、最後に、「自分にとって適切な食事の量

や内容を知っている若い世代の割合を増やす」ということで 3 点ほど指標を

あげております。 

こういった施策の項目に沿った取り組みということで、86～ 87ページにあ

げておりまして、ここは若い世代を中心とした取り組みになりますので、幼少

世代、青年世代を中心とした取り組みとなっております。今、「地域ができる

こと」が、少し幼少世代にかかっているようになっておりますが、幼少世代と

青年世代、両方にかかるような形に広げて、若い世代に対して地域ができるこ
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と、ということで表現していきたいと思います。比較的、幼少世代と青年世代

に偏るような取り組みになっておりますが、この辺についてもご意見をいただ

きたいと思います。 

 

ご意見があればお伺いしたいと思います 

ないようでしたら先に進みます。 

 

次は 88ページ、「健康づくり食育推進を支える環境の整備」ということで、

2つの項目でまとめております。この 2つについては、まとめて説明をさせて

頂きます。まず（1）では、88ページ「実践化への方策と推進」ということで、

現状と課題 3点ほどあげております。健康づくりや食育の取り組みは、市民一

人ひとりが主体的に取り組むということが基本でございますが、やはりそれだ

けでは、なかなか実践にはつながらないので、市民の実践につながるような環

境整備をすることが重要だということを述べております。2つ目には、市民ア

ンケート調査の結果によりますと、運動するときには「やる気」が一番必要だ

ということで、気持ちの上での支え、それから運動ができる場所や施設、それ

から仲間が必要だという順であげられています。そういった視点で環境を整え

ていくということが重要ではないかということで書いてあります。3点目は、

県の取り組みで、平成 29年度からですが「健康マイレージ制度」が開始され

るということで、本市も共に進めていきますが、施策としましては、そういっ

た仕組みづくりをし、指標も健康マイレージの参加者数を増やしていく、現状

は、まだ取り組んでおりませんので「なし」でございますが、目標値は 7000

人を目標にしております。 

それから、92 ページには、2 つ目「多様な暮らしに応じた環境整備・活動

の場と環境整備」ということで、課題をあげております。特に、ここの環境整

備は、どちらかというと「食」をイメージしておりまして、「食事を楽しむこ

と」や「団らんをすること」など、そういったものが心身の健康につながると

いうことを述べ、市民アンケートの結果では、毎日きちんとした食事を二人以

上で楽しくゆっくり食べる市民の割合は約 6割ということで、 22年度と比較

すると増加しているものの、特に着目するのは、小学生で、結果は減少したと

いうことだったので、特に子供の共食、やはり一人で食べる子供が増えている

ことから、共食の機会を増やす取り組みが必要だということを述べておりま

す。3点目では、やはり、そういった子供だけでなく、大人も核家族、一人暮

らし世帯が増えている現状がございましたので、そういった意味では、地域コ

ミュニティ、そういったところで共食の機会を持つということが重要だという

ことを述べております。最後に高齢者に対する食環境、買い物やいろいろな意

味で「食の自立」を支える取り組みが必要だということを述べ、施策の項目と

しては 2点、環境整備としてボランティアを育て、そういった皆さんの共食を
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含めた活動の場を提供するということをあげました。指標としては 2点、「毎

日きちんとした食事を二人以上で楽しくゆっくり食べる市民の割合」これが現

在アンケート調査を行った結果で 59％とあるのですが、実際、国の第 3次計

画では共食の回数「朝食または夕食を家族と一緒に食べる共食の回数」という

のを指標にあげておりまして、もし皆さんにご理解いただけるのであれば、指

標を国に合わせた形で変更したいというふうに考えています。そうすると現状

値は「なし」ということになりますが、国は「朝食または夕食を家族と一緒に

食べる回数を 11回以上」という目標を立てておりますので、本市も同じよう

に「朝食または夕食を家族と一緒に食べる回数を増やしていこう」という指標

をあげたいというふうに考えております。2 つ目は、「地域で共食したいと思

う人が共食する市民の割合」ということで、これは回数ではなく、そのように

思う人を増やすということで、現状値は「なし」ですが、国と同じ 70 %を目

標にあげたいというふうに考えております。環境整備については、2点同時に

説明させていただきました。それぞれの取り組みについては、なかなか世代ご

とに書くのが難しく、このような形になっておりますが、ご意見等があればよ

ろしくお願いいたします 

 

いかがでしょうか、回数とか。 

 

健康マイレージ制度について注目するところでありますが、食育とか健康に

ついての講座に集まってくるのは意識の高い人たちですけれども、この健康マ

イレージ制度というのは、口コミや SNSで広げていけば広げていくほど、参

加者の広がりが期待できる。県では歩数に合わせたマイレージですけれども、

できれば、市は幅広く対応していただきたい。可能性があるものなの、でぜひ

推進していただけたらと思います。 

 

健康マイレージ制度とは、どういうものなのかよく知らないですけれども、

例えば携帯電話とか、そういったものを利用した、何か伝達というか、そうい

うことをどこかに入れておく必要がないでしょうか。どんどんそういう傾向に

なっていくと思います。小学校でもみんな父兄の方には、電子的な連絡方法で

行っているようですので。食育に関しては、悪い例で言えば、どこかで食中毒

が起きましたので気をつけましょうという伝達をスマートフォンなどでやれ

るということだと思う。そうした場合に、やるための環境をどこかに網羅して

おかないと、急にはできないと思いますし、この計画は 6年と長いわけですか

ら、その間には、必ずそういう時代が来るというふうに私は思いますので、今

できれば、ふれておく必要があるのではないかと思います。 

 

ぜひ入れておいた方がよいかもしれない。杉戸かどこかは、新聞でもあった
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けれども、始めているようだ。最近はスマートフォンを利用したり携帯電話を

利用したりして、そういうことを取り入れることは大事なのかもしれない。 

 

健康マイレージについて説明をさせていただければと思います。ご存じの方

もいらっしゃるかも知れませんが、県が平成 29年度に始めます。これは万歩

計のようなものですけれども、 10,000歩とか歩きますと、リーダーのような

機械を、市内の公共施設に７か所とか、県と提携をした、例えばどこかの薬局

のような、小売店などにリーダーがおかれまして、それをかざすと、自分の歩

いた歩数が管理され、10,000歩を超えると、年に 3～4回、商品の抽選がある

と。そういった「健康のきっかけづくり」ということで、県が始める事業です。

これは埼玉県が始めるものですけれども、参加する市町村を募り、今回久喜市

もそれに参加しようという方向で、今検討しているところです。確実に実施す

るというのが、言えない状況ですので、やりますとは書いていないのですが、

行政ができるところの一番上に、中央保健センターが「健康マイレージ事業を

推進します」とありますけれども、そういった意味も含めております。今、羽

柴委員さんがおっしゃった、スマートフォンのアプリも、それと同じようなも

のなので、それを活用できるように、県はまさに考えているところでございま

す。久喜市はそのほかに、歩くだけではないと考えておりまして、市のがん検

診や特定健康診査、各課が行っているような健康にかかわる事業に参加された

場合も、ポイント制にするなど、考慮して加味する、そういった全体の事業を

保健センターはこれから考えていくということで、ここに掲載しています。こ

こではっきり書いてはいないのですが、そういった状況があるということだけ

お伝えさせていただきました。 

 

具体的にはまだ書けないでしょうけど。 

 

93 ページの指標の一つ目ですが「地域で共食したいと思う人が共食する市

民の割合」というのが、市民アンケートでもし聞かれたときに、何を指してい

るのか意味が分からない。したいと思った人がすればいいのか、下の注釈にあ

る「共食」とは、「何を作ろうか」「おいしかったね」と話し合うことも含まれ

ます。これは自分でアンケートが来た時に、私はできているか、できていない

か、答えにくいというか、何だかよく分からないという気がするんですが。何

を求めているのか。思う人がやったらいいのでしょうけれども、思わなけれ

ば？とか考えてしまうので。あまり数値目標がはっきりしないので、これで何

が図れるのか、という気がいたします。 

 

国の方もこの指標を使っているということで、まず国の調査項目の設問がこ

のようになっております。「地域や所属するコミュニティー（職場等を含む）



25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

鈴木委員 

 

 

 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

での食事会等の機会があれば、あなたは参加したいと思いますか」この中から

一つ選んでください。ということで「とてもそう思う」「そう思う」「どちらと

も言えない」「あまりそう思わない」「全くそう思わない」、まずそのように回

答を聞きまして、その中で「とてもそう思う」「そう思う」と回答した人の中

から、さらに次の設問がありまして、「あなたは過去 1年間に地域の所属コミ

ュニティへの食事会等に参加しましたか」、「参加した」「参加していない」と

いう回答をもって、先ほどの「地域で共食したいと思う人が共食する市民の割

合」を出して目標としているようです。これは今回のアンケートにも入れてお

りませんので、新規にやっていく項目ですので、もう少し検討をしまして、次

回の時に、もしかしたら除くことになるかもしれませんし、お示ししたいと思

います。 

 

ちょっと無理があるかもしれない。 

 

先ほどの「地域ができること」を見ていたのですが、例えば 59ページの中

ほど、（飲食店、食品の小売店などは）と、括弧がついている。この同じ文言

が、「地域ができること」のところにたくさん出てきますが、形がそれぞれ違

っているので、これは統一された方がよろしいかと思います。細かいことです

けれども。 

 

そこの地域ができることについては、括弧書きで、例えばですけれども、団

体名を入れさせていただいているところがあったり、無かったりと、ばらつき

がございます。こちらについても、統一する方向で検討させていただきたいと

思います。 

それでは、時間もほとんど無いところですが、最後に、推進ということで 98

ページをお開きいただきたいと思います。推進と評価についてまとめさせてい

ただきました。推進については、まず 1つ目は、推進会議を中心とする推進体

制を、第 2 次計画でも継続するということでまとめてあります。そして 2 つ

目には、庁内の推進体制の確立についてまとめております。そして 3つ目の「月

間・週間等を活用した啓発活動の確立」ここを強調して表現したいところでご

ざいまして、年間の健康づくり・食育啓発予定表を入れさせていただきました。

こちらについては、具体的には、6月に食育月間がございますが、その他に、

毎月 19日は食育の日というのもございます。そういった部分を加えながら、

もう少し年間の予定表の方の形を整えたいと思っております。 

第 1次計画の際には、健康・食育まつりということで、一体的に健康づくり

と食育を推進する方向をとってきましたが、この強化月間・週間を活用します

と、久喜市だけでなく、全国的な取り組みに合わせて、久喜市も共に啓発を行

うことになります。すると、いろんな機会に食育月間、食育の日が、市民の皆
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様にも情報として入っていく機会が増えます。このように、強化月間・週間を

活用しまして、啓発を行っていきたいというふうに考えて、年間予定表を作成

しております。 

特に、食育推進会議の皆様にとっては、6月の食育月間がございますので、

新たな取り組みということも検討したいというふうに考えております。今はそ

こまでの説明とさせていただきたいと思います。 

また、評価については、毎年度の評価と、計画全体の評価というふうに分け

ております。毎年度の評価では、その単年度に行う事業計画、それに基づき実

施した内容を確実に評価していくという「事業の評価」と、参考値ということ

で、各課で行っている様々な事業において、アンケート調査を実施しまして、

そこでの調査結果を参考値として、市民の意識に変化があるのか、そういった

調査を行っていく「毎年度の評価」としてのアンケート調査を行いたいと思い

ます。 

計画全体の評価では、平成 33年度に無作為抽出にて市民を対象とした市民

アンケート調査を考えており、指標が目標値にどのくらい達したか、評価をし

ていきたいというふうに考えております。指標についてはそのあと 100 ペー

ジ以降に全てまとめております。説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。少し言葉を濁されましたが、推進会議等を通じて、

皆さんの意見で、絶えず食育を思い出させるというか、そういうことが大事で

はないかということで、6月の食育月間の時に、もう一つ健康・食育まつりプ

ラスアルファで、食に特化して、重点的に何か行政が主体となって、我々も協

力して何かできないかというところが議論されているようですので、まだ発表

はできないかと思いますけれども、そんなことが冊子の他に実現できれば、す

ばらしいと思っております。 

駆け足ではございますけれども、皆さんからいただいたものを取りまとめ

て、まだ整合性とか文章など、至らない点もあると思いますけれども、さらに

精査して、次に 1月 11日の会議に提示できるように頑張っていただければと

思っております。 

ご意見等があれば最後に。 

 

非常に中身はよく出来ていると思う。久喜には看護学校がありますけれど

も、副読本として、この計画を入れてもらうことはできるのでしょうか。健康

とか食育とか密着していますので、看護学校の中でこれを副読本として読んで

いただいて、今自分が勉強していることと、どうリンクしているかとか、どん

な関係があるか、そんなことを考えていただければと思う。ちょっと分野が違

うので縦割りの組織の中ではちょっと難しいと思いますが、できればそういう

ところまで健康増進・食育推進計画を渡して見てもらうことができればよい。
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司会(真坂課長) 

 

これは私の希望です。 

 

実際、計画が出来上がりましたら市のホームページにきちんと掲載致しま

す。ホームページからは、必要なページを印刷できるようになりますので、全

部ですとなかなか読みにくいけれども、部分、部分で活用していただくことも

可能になると思っております。また副読本として配布するか等については、な

かなかお答えしにくいところではありますけれども、先ほど染谷先生からも、

配布計画についての質問がありました。本日はまだ具体的に決まっていないと

ころがありますので、次回にでも配布計画について説明を申し上げたいと思い

ます。 

 

時間が参りましたので、私の方はこれで任を解かせていただきたいと思いま

す。今日は本当にありがとうございました。 

 

ありがとうございました。会長、委員の皆様大変お疲れ様でした。 

 

４ その他 

事務局からの連絡は、先ほど会長からもお伝えいただきました、次回の日程

でございます。1 月 11 日水曜日、これは、合同の会議ということで、健康づ

くりと食育、合同で開催させていただきたいと思います。 

会議資料ですが、皆様の意見と、健康づくりの委員の皆さんの意見をもう一

度精査させて頂きまして、年内もしくは年明けの早い段階に送付をさせて頂き

たいと思います。 

それから、1 月 11 日の会議の後、パブリックコメントを提出し、3 月に最

終案を皆様に見ていただくという流れになります。 

あと、今回はありませんでしたが、第 5章ということで、資料編を付ける予

定でございます。計画の策定委経過や、関連する法律、条例、それからご検討

いただきました委員の皆様の名簿、用語集のような形で難しい言葉については

最後にまとめたいと考えております。 

以上の説明でご質問等はありますでしょうか。 

無いようでしたら、最後に次第の５ 閉会に移りたいと思います。 

 

５ 閉会 

宮内副会長にお願いいたします。 

 

『宮内副会長 あいさつ』 

 

ありがとうございました、それでは以上をもちまして、第７回久喜市食育推
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進会議を散会とさせていただきます。 

 皆様、大変お疲れ様でした。 

本日はありがとうございました。 

 

 

会議のてん末・概要に 

相違ないことを証明するためにここに署名する。 

  

平成２９年 １月 ６日        

 

           

                 久喜市食育推進会議  会長  野原 宏    

 

 

 


